
目
　
　
　
次

規
　
　
　
則

○
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
…
…
…
…
一

備
に
関
す
る
規
則

○
建
築
士
法
施
行
細
則
及
び
山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
五

規
　
　
　
則

山
梨
県
規
則
第
四
十
八
号

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
備
に
関
す
る

規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
備
に
関

す
る
規
則

（
知
事
の
所
管
に
属
す
る
公
益
法
人
の
設
立
及
び
監
督
に
関
す
る
規
則
の
廃
止
）

第
一
条
　
知
事
の
所
管
に
属
す
る
公
益
法
人
の
設
立
及
び
監
督
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
山
梨

県
規
則
第
四
十
三
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

（
山
梨
県
職
員
給
料
支
給
規
則
及
び
技
能
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
次
に
掲
げ
る
規
則
の
規
定
中
「
公
益
法
人
等
へ
の
山
梨
県
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
」

を
「
公
益
的
法
人
等
へ
の
山
梨
県
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
」
に
改
め
る
。

一

山
梨
県
職
員
給
料
支
給
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
山
梨
県
規
則
第
五
十
一
号
）
第
四
条
第
一
項
第

五
号

二

技
能
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
規
則
第
六
十
一
号
）
第
一
条

及
び
第
九
条
第
二
項

（
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条
　
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
の
五
中
「
第
三
十
三
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
に
、
「
こ
れ
」

を
「
こ
れ
ら
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
第
二
百
六
十
条
の
二
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
地
縁
に

よ
る
団
体
」
を
「
第
二
百
六
十
条
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
認
可
地
縁
団
体
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
十
二
第
四
号
中
「
、
私
立
学
校
法
」
を
「
又
は
私
立
学
校
法
」
に
改
め
、「
又
は

民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
三
十
四
条
の
法
人
」
を
削
り
、「
設
立
登
記
前
」
を

「
設
立
登
記
の
日
前
」
に
、「
第
七
十
三
条
の
四
第
一
項
第
二
号
、
第
三
号
又
は
第
六
号
」
を
「
第
七

十
三
条
の
四
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
」
に
、「
設
立
登
記
後
」
を
「
設
立
登
記
の
日
以
後
」
に
、

「
同
法
同
条
同
項
第
二
号
、
第
三
号
又
は
第
六
号
」
を
「
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
」
に
改
め
、
同

項
第
四
号
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四
の
二
　
一
般
社
団
法
人
若
し
く
は
一
般
財
団
法
人
又
は
こ
れ
ら
の
法
人
の
設
立
関
係
者
が
、
公

益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
九
号
）

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
名
称
の
変
更
の
登
記
の
日
前
に
お
い
て
、
法
第
七
十
三
条
の
四

第
一
項
第
三
号
又
は
第
七
号
に
規
定
す
る
施
設
の
用
に
供
す
る
目
的
で
不
動
産
を
取
得
し
、
当

該
登
記
の
日
以
後
に
当
該
登
記
に
よ
り
名
称
の
変
更
が
さ
れ
た
公
益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団

法
人
が
当
該
不
動
産
を
同
項
第
三
号
又
は
第
七
号
に
規
定
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
用
に
供
し
た
場
合

の
当
該
不
動
産

第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
第
二
号
中
「
財
団
法
人
結
核
予
防
会
」
の
下
に
「
（
昭
和
十
四
年
五
月

二
十
二
日
に
財
団
法
人
結
核
予
防
会
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。）」
を
加
え
、
同
項

第
三
号
中
「
財
団
法
人
山
梨
県
健
康
管
理
事
業
団
」
の
下
に
「（
昭
和
四
十
一
年
五
月
四
日
に
財
団

法
人
山
梨
県
寄
生
虫
予
防
協
会
」
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。）」
を
加
え
、
同
項
第

四
号
中
「
財
団
法
人
山
梨
県
交
通
安
全
協
会
」
の
下
に
「（
昭
和
四
十
五
年
三
月
二
日
に
財
団
法
人

山
梨
県
交
通
安
全
協
会
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。）」
を
加
え
る
。

第
六
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
中
「
財
団
法
人
日
本
デ
ー
タ
通
信
協
会
」
の
下
に
「
（
昭
和
四
十

八
年
十
二
月
十
日
に
財
団
法
人
日
本
デ
ー
タ
通
信
協
会
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。

第
百
四
十
六
号
様
式
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

「

第
四
十
四
号
様
式
の
二
中

（
法
人
税
　
月
）

□
無
　
□
有
　
（
法
人
税
　
月
）

（
事
業
税
　
月
）

（
事
業
税
　
月
）

「

山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
七
号
　
　
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
七
日

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
年

十
一
月
二
十
七
日

号
外
第
六
十
七
号

木　曜　日

申
告
期
限
の

延
長

承
認

□
●
無
●
●
●
●
□
●
有

（
法
人
税
　
　
　
　
月
）

（
事
業
税
　
　
　
　
月
）

（
法
人
税
　
　
　
　
月
）

（
事
業
税
　
　
　
　
月
）

□
無
　
　
□
有



申
告
期
限
の
　
□
無
　
□
有
（
法
人
税

延
長
承
認
　
（
事
業
税

を
」

法
人
区
分
　
公
益
認
定
法
人

月
）

□
無
　
□
有
（
法
人
税
　
月
）

月
）

（
事
業
税
　
月
）

に
改

非
営
利
型
法
人
　
普
通
法
人

」

め
る
。

（
山
梨
県
種
畜
検
査
保
護
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条
　
山
梨
県
種
畜
検
査
保
護
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
山
梨
県
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
「
別
表
」
を
「
別
表
（
第
四
条
関
係
）
」
に
改
め
、
同
表
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
行

な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
表
第
一
号
●
中
「
社
団
法
人
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登
録
協
会
登
録
規
程
」

を
「
社
団
法
人
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登
録
協
会
（
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
五
日
に
社
団
法
人
日
本
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
登
録
協
会
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。）
が
定
め
る
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種

の
登
録
に
係
る
規
程
」
に
改
め
、
同
号
●
中
「
社
団
法
人
日
本
ジ
ヤ
ー
ジ
ー
登
録
協
会
登
録
規
程
」

を
「
日
本
ジ
ヤ
ー
ジ
ー
登
録
協
会
が
定
め
る
ジ
ヤ
ー
ジ
ー
種
の
登
録
に
係
る
規
程
」
に
、「
初
代
予

備
登
録
」
を
「
初
代
予
備
登
録
牛
」
に
改
め
、
同
表
第
二
号
●
中
「
日
本
褐
毛
和
牛
登
録
協
会
登
録

規
程
」
を
「
社
団
法
人
日
本
あ
か
牛
登
録
協
会
（
昭
和
二
十
七
年
五
月
三
十
日
に
社
団
法
人
日
本
褐

毛
和
牛
登
録
協
会
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。）
が
定
め
る
褐
毛
和
種
の
登
録
に
係

る
規
程
」
に
、「
高
等
登
録
」
を
「
高
等
登
録
牛
」
に
、「
の
本
登
録
」
を
「
の
本
登
録
牛
」
に
改
め
、

同
号
●
中
「
全
国
和
牛
登
録
協
会
登
録
規
程
」
を
「
社
団
法
人
全
国
和
牛
登
録
協
会
（
昭
和
二
十
三

年
十
二
月
二
十
八
日
に
社
団
法
人
全
国
和
牛
登
録
協
会
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。）

が
定
め
る
黒
毛
和
種
の
登
録
に
係
る
規
程
」
に
改
め
、
同
表
第
三
号
中
「
社
団
法
人
軽
種
馬
登
録
協

会
の
登
録
規
程
」
を
「
財
団
法
人
日
本
軽
種
馬
登
録
協
会
（
昭
和
四
十
六
年
七
月
一
日
に
財
団
法
人

日
本
軽
種
馬
登
録
研
究
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。）
が
定
め
る
軽
種
馬
の
登
録
に

係
る
規
程
」
に
改
め
、
同
表
第
四
号
●
中
「
社
団
法
人
日
本
種
豚
登
録
協
会
登
録
規
程
」
を
「
社
団

法
人
日
本
養
豚
協
会
（
昭
和
二
十
四
年
一
月
二
十
日
に
社
団
法
人
日
本
種
豚
登
録
協
会
と
い
う
名
称

で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。）
が
定
め
る
豚
の
登
録
に
係
る
規
程
」
に
、「
若
し
く
は
繁
殖
能
力
豚
」

を
「
、
繁
殖
能
力
豚
」
に
改
め
、
同
表
第
五
号
●
中
「
社
団
法
人
日
本
緬
羊
登
録
協
会
の
登
録
規
程
」

を
「
社
団
法
人
畜
産
技
術
協
会
（
昭
和
四
十
年
七
月
一
日
に
社
団
法
人
畜
産
技
術
連
盟
と
い
う
名
称

で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）
が
定
め
る
め
ん
羊
の
登
録
に
係
る
規
程
」

に
改
め
、
同
表
第
六
号
●
中
「
社
団
法
人
日
本
山
羊
登
録
協
会
の
登
録
規
程
」
を
「
社
団
法
人
畜
産

技
術
協
会
が
定
め
る
や
ぎ
の
登
録
に
係
る
規
程
」
に
、「
名
誉
高
等
登
録
及
び
高
等
登
録
」
を
「
名

誉
高
等
登
録
や
ぎ
及
び
高
等
登
録
や
ぎ
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条
　
山
梨
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
一
の
表
総
務
部
の
部
私
学
文
書
課
の
項
中
第
二
十
四
号
を
第
二
十
五
号
と
し
、
第
十
九

号
か
ら
第
二
十
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

別
表
第
一
の
一
の
表
総
務
部
の
部
私
学
文
書
課
の
項
第
十
八
号
中
「
社
団
法
人
及
び
財
団
法
人
」
を

●「
特
例
民
法
法
人
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
九
号
と
し
、
同
項
第
十
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。十

八

公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
並
び
に
移
行
の
認
可
を
受
け
た
一
般
社
団
法
人
及
び

一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
こ
と
。

別
表
第
一
の
一
の
表
福
祉
保
健
部
の
部
医
務
課
の
項
第
十
三
号
中
「
社
団
法
人
及
び
財
団
法
人
」
を

●「
特
例
民
法
法
人
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条
　
山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
二
の
表
私
学
文
書
課
の
項
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
か

ら
第
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
項
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

十
一
　
公
益
社

１
　
第
八
条
（
第
十
一
条
第
四
項
及
び
第
二
十

○

団
法
人
及
び

五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

公
益
財
団
法

む
。）
の
規
定
に
よ
る
許
認
可
等
行
政
機
関
、

人
の
認
定
等

山
梨
県
警
察
本
部
長
及
び
国
税
庁
長
官
等
の

に
関
す
る
法

意
見
の
聴
取

律
（
平
成
十

八
年
法
律
第

２
　
第
十
条
（
第
十
一
条
第
四
項
及
び
第
二
十

○

四
十
九
号
）

五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

の
施
行
に
関

む
。）
の
規
定
に
よ
る
公
示
　

山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
七
号
　
　
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
七
日

二

申
告
期
限
の

延
長

承
認

法
人

区
分

公
益
認
定
法
人

非
営
利
型
法
人

普
通
法
人

□
●
無
●
●
●
●
□
●
有

（
法
人
税
　
　
　
　

（
事
業
税
　
　
　

月
）
月
）

（
法
人
税
　
　
　
　
月
）

（
事
業
税
　
　
　
　
月
）

□
無
　
　
□
有

（ ）二

（ ）二

（ ）一

（ ）一

（ ）一

（ ）一

（ ）一



す
る
事
務

３
　
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
益
目

○

的
事
業
の
種
類
又
は
内
容
等
の
変
更
の
認
定

４
　
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
示

○

５
　
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
示

○

６
　
第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
益

○

法
人
の
合
併
に
よ
る
地
位
の
承
継
の
認
可

７
　
第
二
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
公
示

○

８
　
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
益

○

法
人
に
対
す
る
必
要
な
措
置
の
勧
告

９
　
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
益

○

法
人
に
対
す
る
必
要
な
措
置
の
勧
告
の
内
容

の
公
表

１０

第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
益

○

法
人
に
対
す
る
勧
告
に
係
る
措
置
の
命
令

１１

第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
公
示

○

１２

第
二
十
八
条
第
五
項
（
第
二
十
九
条
第
三

○

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

規
定
に
よ
る
許
認
可
等
行
政
機
関
、
山
梨
県

警
察
本
部
長
及
び
国
税
庁
長
官
等
の
意
見
の

聴
取

１３

第
二
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
公
示

○

１４

第
五
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十

○

三
条
（
第
二
項
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
る

山
梨
県
公
益
認
定
等
審
議
会
へ
の
諮
問

１５

第
五
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十

○

四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
諮
問
に
対
す
る

答
申
の
公
表

十
二
　
一
般
社

１
　
第
六
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
特
例

○

団
法
人
及
び

財
団
法
人
の
吸
収
合
併
契
約
の
承
認
に
関
す

一
般
財
団
法

る
手
続
の
承
認

人
に
関
す
る

法
律
及
び
公

２
　
法
第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
　
○

益
社
団
法
人

例
民
法
法
人
の
合
併
の
認
可

及
び
公
益
財

団
法
人
の
認

３
　
第
九
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
特
例
財
団
法
　

○

定
等
に
関
す

人
の
最
初
の
評
議
員
の
選
任
に
関
す
る
理
事

る
法
律
の
施

の
定
め
の
認
可

行
に
伴
う
関

係
法
律
の
整

４
　
第
九
十
四
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
特
例
　
○

備
等
に
関
す

財
団
法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
可

る
法
律
（
平

成
十
八
年
法

５
　
第
九
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
例
　
○

律
第
五
十
号
）

民
法
法
人
に
対
す
る
必
要
な
措
置
の
命
令

の
施
行
に
関

す
る
事
務

６
　
第
九
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
解
散
　

○

命
令
の
要
旨
の
官
報
へ
の
掲
載

７
　
第
百
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
公

○

益
法
人
認
定
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
許
認

可
等
行
政
機
関
、
山
梨
県
警
察
本
部
長
及
び

国
税
庁
長
官
等
の
意
見
の
聴
取

８
　
第
百
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
旧
主
務

○

官
庁
の
意
見
の
聴
取

山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
七
号
　
　
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
七
日

三



９
　
第
百
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
示

○

１０

第
百
九
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
公

○

益
法
人
認
定
法
第
二
十
九
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
る
公
示

１１

第
百
二
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
旧
主

○

務
官
庁
の
意
見
の
聴
取

１２

第
百
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公

○

益
目
的
支
出
計
画
の
変
更
の
認
可

１３

第
百
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
移
行
法
人

○

に
対
す
る
必
要
な
措
置
の
勧
告

１４

第
百
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
移

○

行
法
人
に
対
す
る
勧
告
に
係
る
措
置
の
命
令

１５

第
百
三
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

○

る
第
百
三
十
三
条
第
二
項
、
第
三
項
（
第
三

号
を
除
く
。
）
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る

山
梨
県
公
益
認
定
等
審
議
会
へ
の
諮
問

１６

第
百
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
公
益

○

法
人
認
定
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
諮
問
に
対
す
る
答
申
の
公
表

別
表
第
二
の
三
の
表
医
務
課
の
項
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第

十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

別
表
第
二
の
五
の
表
職
業
能
力
開
発
課
の
項
第
三
号
１７
中
「
第
四
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
民

法
第
四
十
条
」
を
「
第
三
十
五
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
号
１８
中
「
第
四
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す

る
民
法
第
五
十
六
条
」
を
「
第
三
十
七
条
の
七
」
に
改
め
、
同
号
２５
中
「
民
法
第
五
十
六
条
」
を

「
第
三
十
七
条
の
七
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
七
の
表
農
政
総
務
課
の
項
第
三
号
３
中
「
第
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
民
法
第

五
十
六
条
」
を
「
第
三
十
三
条
の
六
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
水
産
業
協
同
組
合
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条
　
山
梨
県
水
産
業
協
同
組
合
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
五
十
二
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
中
「
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
七
十
条
の
規
定
に
よ
る
破
産
手
続

開
始
の
申
立
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
と
き
、
又
は
」
を
削
る
。

第
十
六
条
中
「
よ
つ
て
」
を
「
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
十
五
号
中
「
民
法
第
七
十
条
に
基
づ
く
」

を
「
破
産
手
続
開
始
に
関
す
る
」
に
改
め
る
。

第
十
五
号
様
式
中
「
民
法
第
７
０
条
に
基
づ
く
」
を
「
破
産
手
続
開
始
に
関
す
る
」
に
、
「
破
産

の
宣
告
（
債
権
者
か
ら
の
破
産
宣
告
の
請
求
）」
を
「
破
産
手
続
開
始
の
決
定
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
土
地
改
良
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条
　
山
梨
県
土
地
改
良
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
八
年
山
梨
県
規
則
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
十
五
号
中
「
第
七
十
六
条
」
を
「
第
七
十
一
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
十
五
号
様
式
中
「
第
７
６
条
に
お
い
て
準
用
す
る
民
法
第
８
３
条
」
を
「
第
７
１
条
の
２
」
に

改
め
る
。

（
山
梨
県
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
九
条
　
山
梨
県
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
七
年
山
梨
県
規
則
第
十
九
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
「
又
は
寄
附
行
為
」
を
削
る
。

第
四
号
様
式
中
「
又
は
寄
附
行
為
」
を
削
る
。

（
山
梨
県
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
及
び
山
梨
県
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
十
条
　
次
に
掲
げ
る
規
則
の
規
定
中
「
で
あ
る
場
合
そ
の
種
別
」
を
「
の
種
別
」
に
改
め
、
「
に

は
、
申
請
者
が
法
人
で
合
」
を
削
り
、「
社
団
法
人
」「
財
団
法
人
」
を
「
一
般
社
団
法
人
」「
一
般

財
団
法
人
　
」
に
改
め
る
。

一
　
山
梨
県
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
（
昭
和
六
十
二
年
山
梨
県
規
則
第
十
五
号
）
第
四
号
様
式
の
七

二

山
梨
県
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
細
則
（
平
成
十
八
年
山
梨
県
規
則
第
三
号
）
第
六
号
様
式
の

二

（
山
梨
県
獣
医
療
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条
　
山
梨
県
獣
医
療
法
施
行
細
則
（
平
成
五
年
山
梨
県
規
則
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
様
式
中
「
又
は
寄
付
行
為
」
を
削
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
七
号
　
　
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
七
日

四

民
法
第
７
０
条
に
基
づ
く

の
宣
告
（
債
権
者
か
ら
の
破
産
宣
告
の
請
求
）

破
産
手
続
開
始
に
関
す
る

破
産
手
続
開
始
の
決
定

第
７
６
条
に
お
い
て
準
用
す
る
民
法
第
８
３
条

又
は
寄
附
行
為

で
あ
る
場
合
そ
の
種
別

請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に

の
種
別

、
申

社
団
法
人

財
団
法
人

一
般
社
団
法
人

一
般

財
団
法
人

第
７
１
条
の
２

破
産

又
は
寄
付
行
為



（
山
梨
県
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条
　
山
梨
県
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
細
則
（
平
成
十
年
山
梨
県
規
則
第
六
十
五
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
二
項
の
表
一
の
項
中
「
に
お
い
て
準
用
す
る
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）

第
五
十
一
条
第
一
項
」
を
削
る
。

第
十
一
条
第
二
項
中
「
第
四
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）

第
七
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
一
条
の
八
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
中
「
第
四
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
民
法
第
八
十
三
条
」
を
「
第
三
十
二
条
の
三
」
に

改
め
る
。

第
八
号
様
式
中
「
第
４
０
条
に
お
い
て
準
用
す
る
民
法
第
７
７
条
第
２
項
」
を
「
第
３
１
条
の
８
」

に
改
め
る
。

第
十
号
様
式
中
「
第
４
０
条
に
お
い
て
準
用
す
る
民
法
第
８
３
条
」
を
「
第
３
２
条
の
３
」
に
改

め
る
。

（
山
梨
県
情
報
公
開
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条
　
山
梨
県
情
報
公
開
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
山
梨
県
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
三
の
項
ロ
中
「
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
三
十
四
条
の
規
定
に

よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
」
を
「
一
般
社
団
法
人
若
し
く
は
一
般
財
団
法
人
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条
　
山
梨
県
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
（
平
成
十
二
年
山
梨
県
規
則
第
五
十
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
第
二
号
中
「
公
益
法
人
」
を
「
一
般
社
団
法
人
等
」
に
改
め
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
三
十
四
条
の
法
人
の

設
立
関
係
者
が
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
七
十
三
条
の
四
第
一
項
第

三
号
又
は
第
七
号
に
規
定
す
る
施
設
の
用
に
供
す
る
目
的
で
取
得
し
た
不
動
産
に
つ
い
て
は
、
第
三

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
第
二
十
二
条
の
十
二
第
四
号
の
規
定
は
、

な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
中
「
当
該
法
人
が
」
と
あ
る
の
は
、「
当

該
法
人
（
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
及
び
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団

法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年

法
律
第
五
十
号
）
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
存
続
す
る
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人

を
含
む
。）
が
」
と
す
る
。

（
山
梨
県
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則

の
一
部
改
正
）

３

山
梨
県
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規

則
（
平
成
十
八
年
山
梨
県
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
中
五
の
項
を
削
り
、
六
の
項
を
五
の
項
と
し
、
七
の
項
か
ら
十
一
の
項
ま
で
を
一
項
ず

つ
繰
り
上
げ
る
。

別
表
第
二
中
一
の
項
を
削
り
、
二
の
項
を
一
の
項
と
し
、
三
の
項
を
二
の
項
と
す
る
。

別
表
第
三
中
五
の
項
を
削
り
、
六
の
項
を
五
の
項
と
し
、
七
の
項
か
ら
九
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ

繰
り
上
げ
る
。

山
梨
県
規
則
第
四
十
九
号

建
築
士
法
施
行
細
則
及
び
山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

建
築
士
法
施
行
細
則
及
び
山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
建
築
士
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
六
年
山
梨
県
規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

題
名
の
次
に
次
の
目
次
及
び
章
名
を
付
す
る
。

目
次第

一
章
　
総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章
　
免
許
（
第
三
条
│
第
十
二
条
）

第
三
章
　
指
定
登
録
機
関
（
第
十
三
条
│
第
二
十
四
条
）

第
四
章
　
試
験
（
第
二
十
五
条
│
第
四
十
条
）

第
五
章
　
建
築
士
事
務
所
（
第
四
十
一
条
│
第
四
十
四
条
）

第
一
章
　
総
則

第
一
条
中
「
及
び
建
築
士
法
施
行
規
則
」
を
「
、
建
築
士
法
施
行
規
則
」
に
改
め
、「
施
行
規
則
」

と
い
う
。）」
の
下
に
「
及
び
建
築
士
法
に
基
づ
く
中
央
指
定
登
録
機
関
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二

十
年
国
土
交
通
省
令
第
三
十
七
号
。
以
下
「
機
関
省
令
」
と
い
う
。）」
を
加
え
る
。

第
二
条
中
「
施
行
規
則
」
の
下
に
「
、
機
関
省
令
」
を
加
え
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
第
十
条
の
二

第
一
項
」
を
「
第
十
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。

第
二
章
　
免
許

山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
七
号
　
　
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
七
日

五

第
４
０
条
に
お
い
て
準
用
す
る
民
法
第
７
７
条
第
２
項

第
３
１
条
の
８

第
４
０
条
に
お
い
て
準
用
す
る
民
法
第
８
３
条

第
３
２
条
の
３



第
五
条
中
「
次
の
各
号
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
同
条
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号

と
し
、
同
条
第
五
号
中
「
又
は
業
務
停
止
」
を
「
、
業
務
停
止
又
は
免
許
の
取
り
消
し
」
に
改
め
、

同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

五

法
第
二
十
二
条
の
二
に
規
定
す
る
講
習
を
受
け
た
年
月
日
及
び
当
該
講
習
の
修
了
証
の
番
号

六

法
第
二
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
講
習

を
修
了
し
た
年
月
日
及
び
当
該
講
習
の
修
了
証
の
番
号

第
六
条
第
一
項
中
「
又
は
第
三
号
」
を
削
り
、
「
免
許
証
」
の
下
に
「
又
は
免
許
証
明
書
」
を
加

え
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
免
許
証
を
」
を
「
免
許
証
又
は
免
許
証
明
書
を
」
に
改
め
、「
添
え
、」
の
下

に
「
こ
れ
を
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
よ
つ
て
」
を
「
よ
り
」
に
、「
免
許
証
を
」
を
「
免
許

証
又
は
免
許
証
明
書
を
」
に
、「
五
日
」
を
「
十
日
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
見
出
し
を
「（
免
許
証
等
の
返
納
等
）」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項

中
「
死
亡
し
又
は
失
そ
う
の
宣
告
」
を
「
失
踪
の
宣
告
」
に
、「
死
亡
又
は
失
そ
う
の
」
を
「
失
踪

の
」
に
、「
死
亡
又
は
失
そ
う
宣
告
」
を
「
失
踪
の
宣
告
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、

同
条
第
一
項
中
「
免
許
の
取
消
」
を
「
法
第
九
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
」

に
改
め
、「
免
許
証
」
の
下
に
「
又
は
免
許
証
明
書
」
を
、「
添
え
、」
の
下
に
「
こ
れ
を
」
を
加
え
、

同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
は
、
法
第
八
条
の
二
（
同
条
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。）

の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
届
出
書
に
、
免
許
証
又
は
免
許
証
明
書
を
添
え
、

こ
れ
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
第
四
項
中
「
第
九
条
前
段
」
を
「
第
九
条
第
一
項
（
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
該
当
す

る
場
合
を
除
き
、
同
項
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
法
第
八
条
の
二
第
三
号
に
該
当
す

る
場
合
に
限
る
。）」
に
、「
よ
つ
て
」
を
「
よ
り
」
に
、「
取
消
さ
れ
た
」
を
「
取
り
消
さ
れ
た
」
に
、

「
五
日
」
を
「
十
日
」
に
改
め
、「
免
許
証
」
の
下
に
「
又
は
免
許
証
明
書
」
を
加
え
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
前
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
」
を
「
前
条
第
三
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
よ
つ
て
」
を
「
よ
り
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
二
を
削
る
。

第
十
一
条
の
見
出
し
中
「
免
許
証
」
を
「
免
許
証
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
よ
つ
て
、
」

を
「
よ
り
」
に
、「
免
許
証
」
を
「
、
免
許
証
又
は
免
許
証
明
書
」
に
、「
領
置
す
る
こ
と
が
あ
る
」

を
「
領
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
見
出
し
中
「
登
録
簿
」
を
「
登
録
簿
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
一
級
建
築

士
事
務
所
登
録
簿
、
二
級
建
築
士
事
務
所
登
録
簿
及
び
木
造
建
築
士
事
務
所
登
録
簿
（
以
下
「
登
録

簿
」
と
い
う
。）」
を
「
、
法
第
二
十
三
条
の
九
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
定
め
る
書
類

（
以
下
「
登
録
簿
等
」
と
い
う
。）」
に
、「
登
録
簿
の
閲
覧
所
」
を
「
閲
覧
に
供
す
る
場
所
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
閲
覧
所
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
知
事
が
、
法
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
事
務
所
登
録
機
関
を
指

定
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
登
録
簿
及
び
法
第
二
十
三
条
の
九
第
三
号
に
掲
げ
る
書
類
の
閲
覧
の

場
所
は
、
指
定
事
務
所
登
録
機
関
が
定
め
る
。

第
二
十
一
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

閲
覧
所
の
定
期
休
日
は
、
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
休
日
、
日
曜
日
及
び
土
曜

日
並
び
に
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
日
並
び
に
一
月
二
日
及
び
同
月
三
日
と

す
る
。

第
二
十
一
条
に
次
の
五
項
を
加
え
、
同
条
を
第
四
十
四
条
と
す
る
。

３

知
事
は
、
登
録
簿
等
の
整
理
そ
の
他
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
臨
時
に
休
日
を
設
け
、

又
は
閲
覧
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
旨
を
閲
覧
所
に
掲

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

登
録
簿
等
の
閲
覧
時
間
は
、
前
二
項
に
規
定
す
る
休
日
を
除
き
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四

時
三
十
分
ま
で
と
す
る
。

５

登
録
簿
等
を
閲
覧
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
閲
覧
所
に
備
え
て
あ
る
閲
覧
申
請
書
（
第
六
号
様
式
）

に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
、
知
事
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

登
録
簿
等
を
閲
覧
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
係
員
の
指
示
に
従
つ
て
指
定
の
場
所
で
閲
覧
す
る
こ
と
。

二
　
名
簿
を
汚
損
し
、
又
は
き
損
し
な
い
こ
と
。

三
　
他
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
よ
う
な
行
為
を
し
な
い
こ
と
。

７

知
事
は
、
登
録
簿
等
を
閲
覧
す
る
者
が
前
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
は
、
閲
覧
を
停
止
し
、

又
は
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
条
中
「
第
二
十
三
条
の
六
」
を
「
第
二
十
三
条
の
七
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
三
条
と

し
、
第
十
九
条
を
第
四
十
二
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
章
名
及
び
一
条
を
加
え
る
。

第
五
章
　
建
築
士
事
務
所

（
建
築
士
事
務
所
の
登
録
申
請
）

第
四
十
一
条
　
法
第
二
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
建
築
士
事
務
所
に
つ
い
て
の
登
録
申
請
書
は
、

正
本
一
通
及
び
副
本
二
通
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
八
条
の
八
の
見
出
し
中
「
二
級
建
築
士
等
試
験
事
務
」
を
「
指
定
試
験
機
関
の
二
級
建
築
士

等
試
験
事
務
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
に
、

「
第
十
五
条
の
十
三
第
一
項
」
を
「
第
十
条
の
十
五
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
休
止
」

を
「
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
年
月
日
及
び
休
止
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
九
条
と
し
、

同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
公
示
）

山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
七
号
　
　
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
七
日

六



第
四
十
条
　
法
第
十
五
条
の
六
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条
の
六
第
一
項
及
び
第
三
項
、

第
十
条
の
十
五
第
三
項
、
第
十
条
の
十
六
第
三
項
並
び
に
第
十
条
の
十
七
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

公
示
は
、
県
公
報
に
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
。

第
十
八
条
の
七
の
見
出
し
を
「（
指
定
試
験
機
関
の
事
業
計
画
等
の
認
可
の
申
請
）」
に
改
め
、
同

条
第
一
項
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
に
、「
第
十
五
条
の
九

第
一
項
前
段
」
を
「
第
十
条
の
十
第
一
項
前
段
」
に
改
め
、「
申
請
書
に
」
の
下
に
「
、
当
該
認
可

に
係
る
」
を
加
え
、「
添
付
し
て
」
を
「
添
え
、
こ
れ
を
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
五
条

の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
に
、「
第
十
五
条
の
九
第
一
項
後
段
」
を
「
第
十

条
の
十
第
一
項
後
段
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

第
十
八
条
の
七
第
二
項
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
、
同
条
を

第
三
十
七
条
と
す
る
。

二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

第
三
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
二
級
建
築
士
等
試
験
事
務
の
実
施
結
果
の
報
告
）

第
三
十
八
条
　
指
定
試
験
機
関
は
、
二
級
建
築
士
等
試
験
事
務
を
実
施
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
次

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
報
告
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
試
験
年
月
日

二
　
試
験
地

三
　
受
験
申
込
者
数

四
　
受
験
者
数

五
　
合
格
者
数

六
　
合
格
年
月
日

２

前
項
の
報
告
書
に
は
、
合
格
者
の
受
験
番
号
、
氏
名
及
び
生
年
月
日
を
記
載
し
た
合
格
者
一
覧

表
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

報
告
書
等
（
第
一
項
の
報
告
書
及
び
前
項
の
添
付
書
類
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
当
該
報
告
書
等
が
電
磁
的
記
録
で
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

次
に
掲
げ
る
電
磁
的
方
法
を
も
つ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

指
定
試
験
機
関
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
知
事
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気

通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
つ
て
、
当
該
電
気
通
信
回

線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ
れ
、
知
事
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル

に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る
も
の

二

磁
気
デ
ィ
ス
ク
等
を
も
つ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
知
事
に
交
付

す
る
方
法

第
十
八
条
の
六
の
見
出
し
を
「
（
指
定
試
験
機
関
の
試
験
事
務
規
程
の
認
可
の
申
請
）
」
に
改
め
、

同
条
第
一
項
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
に
、「
第
十
五
条
の

八
第
一
項
前
段
」
を
「
第
十
条
の
九
第
一
項
前
段
」
に
改
め
、「
申
請
書
に
」
の
下
に
「
、
当
該
認

可
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
」
を
加
え
、「
添
付
し
て
」
を
「
添
え
、
こ
れ
を
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
に
、「
第
十
五
条
の
八
第
一

項
後
段
」
を
「
第
十
条
の
九
第
一
項
後
段
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

第
十
八
条
の
六
第
二
項
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
、
同
条
を

第
三
十
六
条
と
す
る
。

二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

第
十
八
条
の
五
の
見
出
し
中
「
試
験
委
員
の
選
任
又
は
」
を
「
指
定
試
験
機
関
の
試
験
委
員
の
選

任
及
び
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
に
、

「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
を
「
第
十
五
条
の
三
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
後
段
を
削
り
、
同
条
第

一
号
中
「
と
な
つ
た
者
又
は
試
験
委
員
で
あ
つ
た
者
」
を
削
り
、
同
条
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
、

同
条
を
第
三
十
五
条
と
す
る
。

三
　
選
任
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
の
略
歴

第
十
八
条
の
四
の
見
出
し
を
「（
指
定
試
験
機
関
の
役
員
の
選
任
及
び
解
任
の
認
可
の
申
請
）」
に

改
め
、
同
条
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
に
、「
第
十
五
条
の

五
第
一
項
」
を
「
第
十
条
の
七
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
後
段
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。三

　
選
任
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
の
略
歴

第
十
八
条
の
四
に
次
の
一
項
を
加
え
、
同
条
を
第
三
十
四
条
と
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
選
任
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
同
項
の
申
請
書
に
、
当

該
選
任
に
係
る
者
の
就
任
承
諾
書
及
び
法
第
十
五
条
の
六
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条

の
五
第
二
項
第
四
号
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
旨
を
誓
約
す
る
書
面
を
添
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
八
条
の
三
の
見
出
し
中
「
名
称
等
」
を
「
指
定
試
験
機
関
の
名
称
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第

十
五
条
の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
に
、
「
第
十
五
条
の
四
第
二
項
」
を
「
第

十
条
の
六
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
三

条
と
す
る
。

一

変
更
後
の
指
定
試
験
機
関
の
名
称
若
し
く
は
住
所
又
は
二
級
建
築
士
等
試
験
事
務
を
行
う
事

務
所
の
所
在
地

二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

第
十
八
条
の
二
の
見
出
し
中
「
指
定
」
を
「
指
定
試
験
機
関
の
指
定
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中

山
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「
第
十
五
条
の
十
七
第
二
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
二
項
」
に
改
め
、「
す
る
者
」
の
下
に
「（
次

項
第
十
一
号
に
お
い
て
「
指
定
申
請
者
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
又
は
寄

附
行
為
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
前
事
業
年
度
の
」
を
「
前
事
業
年
度
に
お
け
る
」
に
改
め
、

「
貸
借
対
照
表
」
の
下
に
「（
申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
に
設
立
さ
れ
た
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ

の
設
立
時
に
お
け
る
財
産
目
録
）」
を
加
え
、
同
項
第
九
号
中
「
な
る
べ
き
」
を
「
な
る
」
に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
十
二
号
と
し
、
同
項
第
八
号
中
「
法
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」
を
「
指
定
申
請
者

が
法
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
に
、「
第
十
五
条
の
三
第
二
項
第
四
号
」
を
「
第
十
条
の
五
第
二
項

各
号
」
に
、「
旨
の
誓
約
書
」
を
「
旨
を
誓
約
す
る
書
面
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
一
号
と
し
、

同
項
第
七
号
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
に
、「
第
十
五
条
の

六
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第
六
号
中

「
実
施
」
の
下
に
「
の
方
法
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
行
う
た
め

に
必
要
な
設
備
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類
」
を
「
行
お
う
と
す
る
事
務
所
ご
と
の
試
験
用
設
備
の
概

要
及
び
整
備
計
画
を
記
載
し
た
書
類
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

八
　
現
に
行
つ
て
い
る
業
務
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類

第
十
八
条
の
二
第
二
項
第
四
号
中
「
役
員
の
」
の
下
に
「
氏
名
及
び
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第

五
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六
　
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

第
十
八
条
の
二
第
二
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
、
同
条
を
第
三
十
二
条
と
す
る
。

四
　
申
請
に
係
る
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類

第
十
八
条
の
見
出
し
中
「
措
置
」
の
下
に
「
に
関
す
る
報
告
書
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
及
び
第

二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
」
を
「
法
第
十
三
条
の
二
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
」
に
、「
権
限
」
を
「
職
権
」
に
改
め
、
同
項
を
第
三
十
一
条
と
し
、
第

十
七
条
を
第
三
十
条
と
す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
学
校
を
」
の
下
に
「
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
建
築
に
関
す

る
科
目
を
修
め
て
」
を
加
え
、「
代
る
」
を
「
代
わ
る
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
実
務
」
を

「
建
築
実
務
」
に
改
め
、「
書
類
」
の
下
に
「
及
び
当
該
建
築
実
務
の
経
験
を
証
す
る
書
類
（
そ
の
証

す
る
書
類
を
得
ら
れ
な
い
正
当
の
事
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
代
わ
る
適
当
な
書
類
）」

を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
を
「
四
・
五
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
十
四
条
」

を
「
第
二
十
七
条
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
正
規
の
建
築
に
関
す
る
課
程
」
を
「
国
土
交
通
大

臣
の
指
定
す
る
建
築
に
関
す
る
科
目
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
九
条
と
し
、
第
十
五
条
を
第
二
十

八
条
と
す
る
。

第
十
四
条
第
二
項
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
一
項
」
に
、
「
第
十

六
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
七
条
と
し
、
第
十
三
条
を
第

二
十
六
条
と
す
る
。

第
十
二
条
の
見
出
し
中
「
実
務
」
を
「
建
築
実
務
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
十
五
条
第
一
号
、
第

二
号
及
び
第
四
号
」
を
「
第
十
五
条
第
二
号
及
び
第
四
号
」
に
、「
建
築
に
関
す
る
」
を
「
建
築
」

に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
五
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。

第
四
章
　
試
験

第
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
及
び
一
章
を
加
え
る
。

（
名
簿
の
閲
覧
）

第
十
二
条
　
知
事
は
、
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
名
簿
を
一
般
の
閲
覧
に
供
す
る
た
め
、
閲

覧
に
供
す
る
場
所
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
閲
覧
所
」
と
い
う
。）
を
県
土
整
備
部
建
築
指
導

課
内
に
置
く
。
た
だ
し
、
知
事
が
法
第
十
条
の
二
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
二
級
建
築
士
及
び
木

造
建
築
士
の
登
録
の
実
施
に
関
す
る
事
務
並
び
に
名
簿
を
一
般
の
閲
覧
に
供
す
る
事
務
（
以
下

「
二
級
建
築
士
等
登
録
事
務
」
と
い
う
。）
を
行
わ
せ
る
者
（
以
下
「
指
定
登
録
機
関
」
と
い
う
。）

を
指
定
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
閲
覧
所
は
、
指
定
登
録
機
関
が
定
め
る
。

２

閲
覧
所
の
定
期
休
日
は
、
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）

に
規
定
す
る
休
日
、
日
曜
日
及
び
土
曜
日
並
び
に
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の

日
並
び
に
一
月
二
日
及
び
同
月
三
日
と
す
る
。

３

知
事
は
、
名
簿
の
整
理
そ
の
他
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
臨
時
に
休
日
を
設
け
、
又

は
閲
覧
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
旨
を
閲
覧
所
に
掲
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

名
簿
の
閲
覧
時
間
は
、
前
二
項
に
規
定
す
る
休
日
を
除
き
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三

十
分
ま
で
と
す
る
。

５

名
簿
を
閲
覧
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
閲
覧
所
に
備
え
て
あ
る
閲
覧
申
請
書
（
第
六
号
様
式
）
に

必
要
な
事
項
を
記
入
し
、
知
事
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
名
簿
を
閲
覧
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
係
員
の
指
示
に
従
つ
て
指
定
の
場
所
で
閲
覧
す
る
こ
と
。

二
　
名
簿
を
汚
損
し
、
又
は
き
損
し
な
い
こ
と
。

三
　
他
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
よ
う
な
行
為
を
し
な
い
こ
と
。

７

知
事
は
、
名
簿
を
閲
覧
す
る
者
が
前
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
は
、
閲
覧
を
停
止
し
、
又
は

禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
章
　
指
定
登
録
機
関

（
指
定
の
申
請
）

第
十
三
条
　
法
第
十
条
の
二
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
次
項
第
八
号

に
お
い
て
「
指
定
申
請
者
」
と
い
う
。）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
知
事
に
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提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
名
称
及
び
住
所

二
　
二
級
建
築
士
等
登
録
事
務
を
行
お
う
と
す
る
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三
　
二
級
建
築
士
等
登
録
事
務
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書

二

申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
前
事
業
年
度
に
お
け
る
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表
（
申

請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
に
設
立
さ
れ
た
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
設
立
時
に
お
け
る
財
産

目
録
）

三

申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
及
び
翌
事
業
年
度
に
お
け
る
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書

四
　
申
請
に
係
る
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類

五
　
役
員
の
氏
名
及
び
略
歴
を
記
載
し
た
書
類

六
　
現
に
行
つ
て
い
る
業
務
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類

七

法
第
十
条
の
二
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条
の
十
第
一
項
に
規
定
す
る
二
級
建

築
士
等
登
録
事
務
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
記
載
し
た
書
類

八

指
定
申
請
者
が
法
第
十
五
条
の
六
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条
の
五
第
二
項
各
号

に
該
当
し
な
い
旨
を
誓
約
す
る
書
面

九
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

（
名
称
等
の
変
更
の
届
出
）

第
十
四
条
　
指
定
登
録
機
関
は
、
法
第
十
条
の
二
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条
の
六
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を

知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

変
更
後
の
指
定
登
録
機
関
の
名
称
若
し
く
は
住
所
又
は
二
級
建
築
士
等
登
録
事
務
を
行
う
事

務
所
の
所
在
地

二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

三
　
変
更
の
理
由

（
役
員
の
選
任
及
び
解
任
の
認
可
の
申
請
）

第
十
五
条
　
指
定
登
録
機
関
は
、
法
第
十
条
の
二
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条
の
七
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書

を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
役
員
と
し
て
選
任
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
解
任
し
よ
う
と
す
る
役
員
の
氏
名

二
　
選
任
又
は
解
任
の
理
由

三
　
選
任
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
の
略
歴

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
選
任
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
同
項
の
申
請
書
に
、
当

該
選
任
に
係
る
者
の
就
任
承
諾
書
及
び
法
第
十
条
の
二
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条

の
五
第
二
項
第
四
号
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
旨
を
誓
約
す
る
書
面
を
添
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
等
事
務
規
程
の
認
可
の
申
請
）

第
十
六
条
　
指
定
登
録
機
関
は
、
法
第
十
条
の
二
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条
の
九
第

一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
申
請
書
に
、
当
該
認
可
に
係
る
同

項
に
規
定
す
る
登
録
等
事
務
規
程
を
添
え
、
こ
れ
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

指
定
登
録
機
関
は
、
法
第
十
条
の
二
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条
の
九
第
一
項
後

段
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を

知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

三
　
変
更
の
理
由

（
事
業
計
画
等
の
認
可
の
申
請
）

第
十
七
条
　
指
定
登
録
機
関
は
、
法
第
十
条
の
二
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条
の
十
第

一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
申
請
書
に
、
当
該
認
可
に
係
る
事

業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書
を
添
え
、
こ
れ
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

指
定
登
録
機
関
は
、
法
第
十
条
の
二
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条
の
十
第
一
項
後

段
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を

知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

三
　
変
更
の
理
由

（
登
録
状
況
の
報
告
）

第
十
八
条
　
指
定
登
録
機
関
は
、
事
業
年
度
の
各
四
半
期
の
経
過
後
遅
滞
な
く
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
報
告
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
四
半
期
に
お
け
る
二
級
建
築
士
及
び
木
造
建
築
士
の
登
録
、
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出

及
び
登
録
の
抹
消
の
件
数

二
　
当
該
四
半
期
の
末
日
に
お
け
る
二
級
建
築
士
及
び
木
造
建
築
士
の
人
数

２

前
項
の
報
告
書
に
は
、
名
簿
の
登
録
事
項
を
記
載
し
た
登
録
者
一
覧
表
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３

報
告
書
等（
第
一
項
の
報
告
書
及
び
前
項
の
添
付
書
類
を
い
う
。以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）

の
提
出
に
つ
い
て
は
、
当
該
報
告
書
等
が
電
磁
的
記
録
で
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
次
に
掲

げ
る
電
磁
的
方
法
を
も
つ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
七
号
　
　
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
七
日

九



一

指
定
登
録
機
関
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
知
事
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気

通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
つ
て
、
当
該
電
気
通
信
回

線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ
れ
、
知
事
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル

に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る
も
の

二

磁
気
デ
ィ
ス
ク
等
を
も
つ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
知
事
に
交
付

す
る
方
法

（
不
正
登
録
者
の
報
告
）

第
十
九
条
　
指
定
登
録
機
関
は
、
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
が
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ

り
登
録
を
受
け
た
と
思
料
す
る
と
き
は
、
直
ち
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
報
告
書
を
知

事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
当
該
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
に
係
る
登
録
事
項

二
　
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段

（
二
級
建
築
士
等
登
録
事
務
の
休
廃
止
の
許
可
の
申
請
）

第
二
十
条
　
指
定
登
録
機
関
は
、
法
第
十
条
の
二
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条
の
十
五

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請

書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
二
級
建
築
士
等
登
録
事
務
の
範
囲

二

休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
年
月
日
及
び
休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

そ
の
期
間

三
　
休
止
又
は
廃
止
の
理
由

（
指
定
登
録
機
関
へ
の
書
類
の
交
付
）

第
二
十
一
条
　
知
事
は
、
指
定
登
録
機
関
が
二
級
建
築
士
等
登
録
事
務
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
届
出
又
は
報
告
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
指
定
登
録
機
関
に
対
し
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

一

法
第
五
条
の
二
若
し
く
は
法
第
八
条
の
二
又
は
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

当
該

届
出
に
係
る
事
項

二

機
関
省
令
第
四
十
条
第
四
項
又
は
第
四
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
書
の
提
出

機

関
省
令
第
四
十
条
第
二
項
第
二
号
イ
又
は
第
四
十
三
条
第
二
項
第
二
号
イ
の
修
了
者
一
覧
表
に

記
載
さ
れ
た
事
項

三

第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
書
の
提
出
　
同
条
第
二
項
の
合
格
者
一
覧
表
に
記

載
さ
れ
た
事
項

（
免
許
の
取
消
し
等
の
処
分
の
通
知
）

第
二
十
二
条
　
知
事
は
、
指
定
登
録
機
関
が
二
級
建
築
士
等
登
録
事
務
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
法

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
二
級
建
築
士
若
し
く
は
木
造
建
築
士
の
免
許
を
取
り
消
し
た
と
き

又
は
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
二
級
建
築
士
若
し
く
は
木
造
建
築
士
に
対
し
戒
告
し
、
若

し
く
は
一
年
以
内
の
期
間
を
定
め
て
業
務
の
停
止
を
命
じ
、
若
し
く
は
そ
の
免
許
を
取
り
消
し
た

と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
指
定
登
録
機
関
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
処
分
を
受
け
た
者
の
登
録
番
号
及
び
登
録
年
月
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

三
　
処
分
の
内
容
及
び
処
分
を
行
つ
た
年
月
日

（
公
示
）

第
二
十
三
条
　
法
第
十
条
の
二
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条
の
六
第
一
項
及
び
第
三
項
、

第
十
条
の
十
五
第
三
項
、
第
十
条
の
十
六
第
三
項
並
び
に
第
十
条
の
十
七
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

公
示
は
、
県
公
報
で
告
示
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
。

（
指
定
登
録
機
関
が
二
級
建
築
士
等
登
録
事
務
を
行
う
場
合
に
お
け
る
規
定
の
適
用
）

第
二
十
四
条
　
指
定
登
録
機
関
が
法
第
十
条
の
二
十
第
一
項
に
規
定
す
る
二
級
建
築
士
等
登
録
事
務

を
行
う
場
合
に
お
け
る
第
三
条
第
一
項
、
第
四
条
、
第
六
条
、
第
七
条
、
第
八
条
第
四
項
及
び
第

九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
登
録
機
関
」

と
、
第
四
条
中
「
申
請
者
が
二
級
建
築
士
と
な
る
資
格
を
有
す
る
と
認
め
た
と
き
は
、
申
請
者
に

第
二
号
様
式
に
よ
る
二
級
建
築
士
免
許
証
を
、
申
請
者
が
木
造
建
築
士
と
な
る
資
格
を
有
す
る
と

認
め
た
と
き
は
、
申
請
者
に
第
二
号
様
式
の
二
に
よ
る
木
造
建
築
士
免
許
証
を
」
と
あ
る
の
は

「
申
請
者
が
二
級
建
築
士
と
な
る
資
格
を
有
す
る
と
認
め
た
と
き
は
申
請
者
に
二
級
建
築
士
免
許

証
明
書
を
、
申
請
者
が
木
造
建
築
士
と
な
る
資
格
を
有
す
る
と
認
め
た
と
き
は
申
請
者
に
木
造
建

築
士
免
許
証
明
書
を
」
と
、
第
六
条
第
二
項
及
び
第
七
条
第
三
項
中
「
免
許
証
」
と
あ
る
の
は

「
免
許
証
明
書
」
と
、
第
七
条
第
二
項
中
「
免
許
証
の
再
交
付
」
と
あ
る
の
は
「
免
許
証
明
書
の

再
交
付
」
と
、
第
九
条
第
一
項
中
「
免
許
を
取
り
消
し
た
場
合
又
は
前
条
第
三
項
の
届
出
が
あ
つ

た
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
知
事
が
免
許
を
取
り
消
し
た
場
合
又
は
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
第

八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
の
交
付
を
受
け
た
場
合
」
と
す

る
。

第
一
号
様
式
か
ら
第
二
号
様
式
の
二
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
七
号
　
　
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
七
日

一
〇



山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
七
号
　
　
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
七
日

一
一

第１号様式（第３条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
七
号
　
　
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
七
日

一
二

第２号様式（第４条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
七
号
　
　
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
七
日

一
三

第２号様式の２（第４条関係）



第
六
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
七
号
　
　
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
七
日

一
四

「
山
梨
県
知

「
届
出
人
」
「
届
出
者
」

「
山
梨
県
知
事
　
　
　
　
殿
」

指
定
登
録

（
名
称
）

事機
関
　
殿
　
　
「
免
許
証
」
「
免
許
証
（
免
許
証
明
書
）
」

」
「
二
級
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
二
級

建
築
士
免
許
証
再
交
付
申
請
書
　
　
　

建
築
士
免
許
証（
免
許
証
明
書
）

木
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

木
造

再
交
付
申
請
書
　
　
　
「
免
許
証
」
「
免
許
証
（
免
許
証
明
書
）
」

「
申
請
人
」
「
申
請

」
「
山
梨
県
知
事

者
」

「
山
梨
県
知
事
　
　
　

殿
」

指
定
登
録
機
関
　
殿

（
名
称
）

」

第
三
号
様
式
中

を

を
を

に
改
め
る
。に

改
め
る
。

を

第
四
号
様
式
中

に
、

に
、

を

に
、

を

に
、

を

に
、



山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
七
号
　
　
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
七
日

一
五

第６号様式（第１２条、第４４条関係）



第
七
号
様
式
中
「（
第
１
９
条
関
係
）」
を
「（
第
４
２
条
関
係
）」
に
、「
届
出
人
」
を
「
届

「
山
梨
県
知
事

出
者
」
に
、
「
山
梨
県
知
事
　
　
　
　
殿
」
を
　
指
定
事
務
所
登
録
機
関
　
殿

に
改
め
る
。

（
名
称
）

」

第
八
号
様
式
中
「（
第
２
０
条
関
係
）」
を
「（
第
４
３
条
関
係
）」
に
、「
第
２
３
条
の
６
」「

を
「
第
２
３
条
の
７
」
に
、
「
届
出
人
」
を
「
届
出
者
」
に
、
「
山
梨
県
知
事
　
　
　
　
殿
」
を

山
梨
県
知
事

指
定
事
務
所
登
録
機
関
　
殿

に
改
め
る
。

（
名
称
）

」

（
山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
八
の
表
建
築
指
導
課
の
項
第
三
号
中
３３
を
４９
と
し
、
２８
か
ら
３２
ま
で
を
４４
か
ら
４８
ま

で
と
し
、
同
号
２７
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
に
、「
第
十
五

条
の
十
五
第
二
項
」
を
「
第
十
条
の
十
七
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
２７
を
同
号
４３
と
し
、
同
号
２６
中

「
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
に
、「
第
十
五
条
の
十
五
第
一
項
」
を

「
第
十
条
の
十
七
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
２６
を
同
号
４２
と
し
、
同
号
２５
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第

五
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
に
、「
第
十
五
条
の
十
四
第
四
項
」
を
「
第
十
条
の
十
六
第

三
項
」
に
改
め
、
同
号
２５
を
同
号
４１
と
し
、
同
号
２４
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
十
五

条
の
六
第
三
項
」
に
、「
第
十
五
条
の
十
四
第
二
項
」
を
「
第
十
条
の
十
六
第
二
項
」
に
改
め
、
同

号
２４
を
同
号
４０
と
し
、
同
号
２３
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
に
、

「
第
十
五
条
の
十
四
第
一
項
」
を
「
第
十
条
の
十
六
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
２３
を
同
号
３９
と
し
、

同
号
２２
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
に
、「
第
十
五
条
の
十
三

第
二
項
」
を
「
第
十
条
の
十
五
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
２２
を
同
号
３８
と
し
、
同
号
２１
中
「
第
十
五

条
の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
に
、「
第
十
五
条
の
十
三
第
一
項
」
を
「
第
十

条
の
十
五
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
２１
を
同
号
３７
と
し
、
同
号
２０
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」

を
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
に
、「
第
十
五
条
の
十
二
第
一
項
」
を
「
第
十
条
の
十
三
第
一
項
」

に
改
め
、
同
号
２０
を
同
号
３６
と
し
、
同
号
１９
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六

第
三
項
」
に
、「
第
十
五
条
の
十
一
」
を
「
第
十
条
の
十
二
」
に
改
め
、
同
号
１９
を
同
号
３５
と
し
、

同
号
１８
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
に
、「
第
十
五
条
の
九
第

一
項
」
を
「
第
十
条
の
十
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
１８
を
同
号
３４
と
し
、
同
号
１７
中
「
第
十
五
条
の

十
七
第
五
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
に
、「
第
十
五
条
の
八
第
二
項
」
を
「
第
十
条
の
九

第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
１７
を
同
号
３３
と
し
、
同
号
１６
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
十

五
条
の
六
第
三
項
」
に
、「
第
十
五
条
の
八
第
一
項
」
を
「
第
十
条
の
九
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号

１６
を
同
号
３２
と
し
、
同
号
１５
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
に
、

「
第
十
五
条
の
五
第
二
項
（
第
十
五
条
の
六
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
「
第

十
条
の
七
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
１５
を
同
号
３１
と
し
、
同
号
１４
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」

を
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
に
、「
第
十
五
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
十
条
の
七
第
一
項
」
に
改

め
、
同
号
１４
を
同
号
３０
と
し
、
同
号
１３
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
三

項
」
に
、「
第
十
五
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
十
条
の
六
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
１３
を
同
号
２９
と

し
、
同
号
１２
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
三
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」

を
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
五
条
の
二
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
１２
を
同

号
２８
と
し
、
同
号
１１
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
一
項
」
に
改
め
、
同

号
中
１１
を
２７
と
し
、
７
か
ら
１０
ま
で
を
２３
か
ら
２６
ま
で
と
し
、
６
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

７
　
第
十
条
の
二
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
指
定
登
録

○

機
関
の
指
定

８
　
第
十
条
の
二
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
六
第

○

一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
示

９
　
第
十
条
の
二
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
七
第

○

一
項
の
規
定
に
よ
る
県
指
定
登
録
機
関
の
役
員
の
選
任
及
び
解

任
の
認
可

１０

第
十
条
の
二
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
七
第

○

二
項
の
規
定
に
よ
る
役
員
の
解
任
命
令

１１

第
十
条
の
二
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
九
第

○

一
項
の
規
定
に
よ
る
県
指
定
登
録
機
関
の
登
録
事
務
規
程
の
認

可
１２

第
十
条
の
二
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
九
第

○

三
項
の
規
定
に
よ
る
県
指
定
登
録
機
関
の
登
録
事
務
規
程
の
変

更
命
令

山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
七
号
　
　
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
七
日

一
六

（
第
１
９
条
関
係
）

（
第
４
２
条
関
係
）

山
梨
県
知
事

指
定
事
務
所
登
録
機
関
　
殿

山
梨
県
知
事

指
定
事
務
所
登
録
機
関
　
殿

名
称

名
称

第
２
０
条
関
係

第
４
３
条
関
係

第
２
３
条
の
６

第
２
３
条
の
７

山
梨
県
知
事
　
　
　
　
殿

山
梨
県
知
事
　
　
　
　
殿

出
者

届
出
人

届
出
人

届
出
者

届



１３

第
十
条
の
二
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
十
第

○

一
項
の
規
定
に
よ
る
県
指
定
登
録
機
関
の
事
業
計
画
等
の
認
可

１４

第
十
条
の
二
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
十
二

○

の
規
定
に
よ
る
県
指
定
登
録
機
関
の
監
督
命
令

１５

第
十
条
の
二
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
十
三

○

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
指
定
登
録
機
関
へ
の
報
告
の
徴
収
及

び
立
入
検
査

１６

第
十
条
の
二
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
十
五

○

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
指
定
登
録
機
関
の
二
級
建
築
士
等
登

録
事
務
の
休
廃
止
等
の
許
可

１７

第
十
条
の
二
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
十
五

○

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
示

１８

第
十
条
の
二
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
十
六

○

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
指
定
登
録
機
関
の
指
定
の
取
消
し

１９

第
十
条
の
二
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
十
六

○

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
及
び
二
級
建
築
士
等
登

録
事
務
の
停
止
命
令

２０

第
十
条
の
二
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
十
六

○

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
示

２１

第
十
条
の
二
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
十
七

○

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
二
級
建
築
士
等
登
録
事
務
の
実
施

２２

第
十
条
の
二
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
十
七

○

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
示

別
表
第
二
の
八
の
表
建
築
指
導
課
の
項
第
三
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

５０

第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
事
務
所
登
録

○

機
関
の
指
定

５１

第
二
十
六
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
六

○

第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
示

５２

第
二
十
六
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
七

○

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
指
定
事
務
所
登
録
機
関
の
役
員
の
選

任
及
び
解
任
の
認
可

５３

第
二
十
六
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
七

○

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
役
員
の
解
任
命
令

５４

第
二
十
六
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
九

○

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
指
定
事
務
所
登
録
機
関
の
登
録
事
務

規
程
の
認
可

５５

第
二
十
六
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
九

○

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
県
指
定
事
務
所
登
録
機
関
の
登
録
事
務

規
程
の
変
更
命
令

５６

第
二
十
六
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
十

○

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
指
定
事
務
所
登
録
機
関
の
事
業
計
画

等
の
認
可

５７

第
二
十
六
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
十

○

二
の
規
定
に
よ
る
県
指
定
事
務
所
登
録
機
関
の
監
督
命
令

５８

第
二
十
六
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
十

○

三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
指
定
事
務
所
登
録
機
関
へ
の
報
告

の
徴
収
及
び
立
入
検
査

５９

第
二
十
六
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
十

○

山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
七
号
　
　
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
七
日

一
七



五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
指
定
事
務
所
登
録
機
関
の
事
務
所

登
録
等
事
務
の
休
廃
止
等
の
許
可

６０

第
二
十
六
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
十

○

五
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
示

６１

第
二
十
六
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
十

○

六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
指
定
事
務
所
登
録
機
関
の
指
定
の

取
消
し

６２

第
二
十
六
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
十

○

六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
及
び
事
務
所
登
録
等

事
務
の
停
止
命
令

６３

第
二
十
六
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
十

○

六
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
示

６４

第
二
十
六
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
十

○

七
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
務
所
登
録
等
事
務
の
実
施

６５

第
二
十
六
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
十

○

七
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
示

別
表
第
二
の
八
の
表
建
築
指
導
課
の
項
中
第
二
十
号
を
第
二
十
一
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
十
九

号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六
　
建
築
士
法

１
　
第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
名
簿
の

○

施
行
細
則

閲
覧
の
承
認

（
昭
和
二
十
六

年
山
梨
県
規

２
　
第
四
十
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
登
録

○

則
第
三
十
四

簿
等
の
閲
覧
の
承
認

号
）
の
施
行

に
関
す
る
事

務附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
建
築
士
法
施
行
細
則
（
附
則
第
四
項
に
お
い
て
「
旧
規
則
」
と

い
う
。）
第
二
号
様
式
及
び
第
二
号
様
式
の
二
（
次
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
を
「
旧
様
式
」
と
い
う
。）

に
よ
る
二
級
建
築
士
免
許
証
及
び
木
造
建
築
士
免
許
証
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
建
築
士

法
施
行
細
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。）
第
二
号
様
式
及
び
第
二
号
様
式
の
二
（
次
項
に
お
い

て
「
新
様
式
」
と
い
う
。）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
旧
様
式
に
よ
る
二
級
建
築
士
免
許
証
又
は
木
造
建
築
士
免
許
証
の
交

付
を
受
け
て
い
る
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
は
、
新
様
式
に
よ
る
二
級
建
築
士
免
許
証
又
は
木

造
建
築
士
免
許
証
の
交
付
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
交
付
の
申
請

は
、
新
規
則
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
と
み
な
す
。

４

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
旧
規
則
の
規
定
に
基
づ
い
て
提
出
さ
れ
て
い
る
申
請
書
そ
の
他
の
書

類
は
、
新
規
則
の
こ
れ
ら
の
規
定
に
相
当
す
る
規
定
に
基
づ
い
て
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

５

次
に
掲
げ
る
者
が
二
級
建
築
士
試
験
又
は
木
造
建
築
士
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
の
受
験
申

込
書
に
添
付
す
べ
き
書
類
（
新
規
則
第
二
十
九
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
書
類
を
除

く
。）
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

一

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
建

築
士
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
十
四
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
改
正
建
築
士
法
」
と
い
う
。）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
建
築
士
法
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
旧
建
築
士
法
」
と
い
う
。）
第
十
五
条
第
二
号
に
規
定
す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者

二

施
行
日
前
か
ら
引
き
続
き
旧
建
築
士
法
第
十
五
条
第
二
号
に
規
定
す
る
課
程
に
在
学
す
る
者
（
改

正
建
築
士
法
附
則
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
者
を
含
む
。）で
施
行
日

以
後
に
当
該
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
も
の

三

改
正
建
築
士
法
附
則
第
三
条
第
六
項
各
号
に
掲
げ
る
者

６

施
行
日
か
ら
平
成
二
十
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
新
規
則
第
十
三
条
第
二
項
第
一
号

及
び
第
三
十
二
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
定
款
」
と
あ

る
の
は
、「
定
款
又
は
寄
附
行
為
」
と
す
る
。
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